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Kneading Boardとシンキングツールを用いた

教員研修

加藤 誠

協調学習支援システムKneading Boardを用いてシンキングツールを作成し，思考の方向性を図示

して，教員研修に活用した。改善方法を見出すためのシンキングツール「KPTシート」を体験した

受講者から「個人の認知活動を可視化させ，互いの思考活動を融合し，何らかの規則性が導き出さ

れていくことに面白みを感じた。」との感想を得た。今回は，KBとシンキングツールを用いた教員

研修の内容とその展開方法について報告する。

［キーワード］ Kneading Board 協調学習 シンキングツール KPTシート

はじめに

学習指導要領の改訂に伴い，思考力・判断力

・表現力をはぐくむための学習活動への関心が

高まっている。基礎的・基本的な知識・技能の

習得を基盤として，思考力・判断力・表現力を

はぐくむため，知識・技能の活用を図る学習活

動を充実させていかなければならない。高いレ

ベルの知見を生み出すのは，頭脳で「考える」

ことであり，「考える」ためには，まず「何を

すれば」考えることになるのか，「そのための

方法」は何か理解させ，その手法について習得

させる必要がある。

関西大学総合情報学部の黒上晴夫教授が研究

を進めているシンキングツールを用いると，自

分の考えや思いを視覚的に捉えることができ，

客観的な視野で自身の考えを見直すことができ

る。その結果，新しい知見が生み出される。

放送大学ICT活用・遠隔教育センターの加藤

浩教授が中心となって研究・開発を進めている

Kneading Board（以下KB）を用いてシンキング

ツールを作成し，教員研修に活用した。

今回は，本センターで実施したKBを用いたシ

ンキングツールによる教員研修の内容とその展

開方法について報告する。

１ 研修内容とシンキングツール

(1) ディスカッションシートによる検討と交流

ア 内容

高等学校理科の新しい学習指導要領に設け

られた科目「科学と人間生活」に対応し，今

年度，本センターでは研修講座「高等学校理

科（科学と人間生活）」を実施した。

表１ 「科学と人間生活」における大項目(２)

「人間生活の中の科学」の学習内容

中項目と小項目

ア 光や熱の科学
(ア)光の性質とその利用
(イ)熱の性質とその利用

イ 物質の科学
(ア)材料とその再利用
(イ)衣料と食品

ウ 生命の科学
(ア)生物と光
(イ)微生物とその利用

エ 宇宙や地球の科学
(ア)身近な天体と太陽系における地球
(イ)身近な自然景観と自然災害

「高等学校学習指導要領解説理科編 理数

編」の「科学と人間生活」に関わる解説の中

で，大項目（２）「人間生活の中の科学」に

は，物理・化学・生物・地学の領域の４つの

中項目ア～エがあり，それぞれの中項目には，
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２つの小項目（ア）（イ）が設定されている

（表１）。そして，この２つの小項目につい

ては，生徒の興味・関心や地域の特性などを

考慮していずれかを選択して扱うことになっ

ている。

研修講座の中で，受講者が小項目（ア）と

（イ）の選択について検討する実習を行った。

その際，限られた時間の中で，受講者同士が

意見交流を十分に行えるように，KBを用いた

交流を試みた。

イ ディスカッションシートの活用

学習指導要領解説の記述を引用し，小項目

（ア）と（イ）の比較検討ができるようにす

るため，シンキングツールのディスカッショ

ンシート（図１）を参考にした中項目ア～エ

の資料（図２）を配付した。さらに，KBを用

いて作成した中項目ア～エのディスカッショ

ンシートの小項目（ア）と（イ）の選択理由

を受講者に付箋（文字ノード）へ入力しても

らい，該当する区域に貼ってもらいながら，

KBによる交流を試みた(図３）。

図１ ディスカッションシート

ウ 受講者の感想からの評価

それぞれの受講者が，自分の考えをKBの付

箋（文字ノード）中にコメントとして入力す

ることにより，KB上のディスカッションシー

トに反映され，リアルタイムに情報が共有さ

れた（図３）。このことにより，受講者より

下記のような感想を得た。

・ 授業をどのような形で展開していけばよ

いか，明確なイメージを持つことができた。

・ 他の受講者の意見を見て，物理・化学・

生物・地学領域を端的にまとめた科目では

なく，新しい科目として受け止めた方が良

いと感じた。

・ 小項目の選択は，４領域で繋がりを持て

るようなテーマを設定し，検討しようと思

うきっかけを得ることができた。

短時間で実施した付箋だけによる交流であ

ったが，受講者は，自ら新しい知見を生み出

すきっかけを得ていた。なお，協議時間を設

けて欲しかったという感想もあったことから，

中項目ア～エのディスカッションシートごと

に班分けし，口頭による意見交流をする場を

設けると，さらに効果的な実習を行うことが

できたものと思われる。

図２ 配付資料の構成

図３ KBで作成したディスカッションシート

(2) KPTシートによる実験の改善と交流

ア 内容

10年経験者研修の理科部会において，ICT

活用の実習を行い，受講者に「プロテアーゼ
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活性のディジタルカメラによる定量実験」を

体験してもらった後，この実験の改善点につ

いて活発な意見交流を促すために KBを用い

た。さらに，受講者全体で改善点の情報を共

有するためにプレゼンテーションを行った

（図４）。

図４ KBを用いたプレゼンテーション

イ KPTシートの活用

KPTとは，Keep，Problem，Tryの頭文字で，

「これまでの活動内容が良かったので次もや

る（Keep）」，「問題だったので次はやめる

（Problem）」，「次に試してみる（Try）」の

３つの軸を用いて，活動内容を整理していく

シンキングツールである。ここではKBを用い

てKPTシートを作成し「プロテアーゼ活性の

ディジタルカメラによる定量実験」の検討を

した（図５）。

検討の手順は，班内で各自の付箋（文字ノ

ード）の色を決め，各自が所属する班のKPT

シートのKeep，Problem，Tryの区域にコメン

トを打ち込んだ付箋（文字ノード）を貼り，

班内で協議しながら，区域内の似通ったコメ

ントの付箋同士を寄せ集める作業を行い，意

見をまとめ，プレゼンテーションの準備を行

った。その結果，実験に関する問題点とその

改善点についての検討を効果的に行うことが

できた（図５）。

図５ KPTシートを用いた「プロテアーゼ活性のディジタルカメラによる定量実験」の改善点の検討
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ウ 受講者の感想からの評価

下記は受講者の感想である。

・ KPTシートは，生徒の議論において効果

が高いと考えられるので，学習活動の思考

させるような場面で用いてみたいと思う。

・ 今の生徒は，自分が思っていることを表

現することが苦手なので，表現活動のツー

ルとして利用できると思う。

・ KBについては，様々な利用法があると感

じた。生徒の言語活動のツールの一つにな

ると思う。

KPTシートを用いることで検討内容の軸が

明確となり，KBを用いることで各受講者の考

えがコンピュータのディスプレイ上に可視化

された。これらKPTシートとKBの２つの相乗

効果で，各受講者の思考活動を融合させるこ

とが可能となり，受講者の意見を導き出すき

っかけができ，話し合いが活性化された。ま

た，受講者に生徒の思考活動や表現活動を充

実させる手段として， KPTシートやKBの可能

性を実感させることもできた。

３ ファシリテーション・グラフィック

パンやパスタの生地などをこねるときに使う

板を意味するKneading Boardは，みんなでアイ

ディアをこねまわし，新たな知見を練り上げて

いく作業を支援するコンピュータシステムであ

る。このKBを効果的に活用するためには，各研

修の目的に合ったワークシートを適切に選択す

ることと，ワークシートを用いた話し合いを円

滑に進行させていく技術が必要となる。

「研修のデザイン（構成）力＝KBのワークシ

ートの作成」は，シンキングツールを参考にす

るとよい。何かを選択させたい場面であれば，

「ディスカッションシート」を，改善点を考え

させたいのであれば「KPTシート」というよう

に，研修の目的に合わせて選択することで，研

修の流れをある程度つくることができる。

また，KBを用いることで，話し合いの過程を

可視化することができ，受講者全員が互いの考

えを共有することができる。そのため，口頭の

みによる話し合いよりも，受講者がより協調し

やすい。

このように議論を可視化させながら進行して

いく技法が「ファシリテーション・グラフィッ

ク」である。

おわりに

今回，研修に用いたシンキングツールは，自

分の頭の中にある考えや思いを視覚的に表出し

てくれるので，視覚的に自分の考えを捉えるこ

とができ，客観的な視野で自身の考えを見直す

ことができる。その結果，新しい考えを持つき

っかけに繋がる。

また， KBはPC上で協調学習を完結させるこ

とだけを目的としているわけではなく，KBをき

っかけに，直接対面による話し合い活動が活発

になることも期待しているコンピュータシステ

ムである。

意図的に対話するような場面を設けたKBを，

教員研修で用いた時の受講者の様子は，口頭の

みによる話し合いよりも，対話が活性化されて

いた。また，その研修を受講した感想は，研修

内容を肯定的に捉えていた。

KBやシンキングツールの特性を理解し，思考

力・判断力・表現力をはぐくむ教育を体感させ

る教員研修を実現するために，本研究報告が参

考になれば幸いである。
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